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動作環境
OS: Windows10
CPU: IntelCore i3-6100 以上を推奨
メモリ: 4GB以上
ハードディスク容量： 1GB以上

システム構成

日立画像トラフィックカウンタTRACOLRE

〈システム概要〉
　●既設のCCTVやビデオカメラで撮影した映像から交通量計測作業を自動化できます。
　●業務内容やご予算に合わせて、撮影機材や撮影場所を自由に選択ができます。
　●多くの地点の交通量・速度・車両軌跡などを一度に読み取ることが可能です。
　●読み取り結果はテキストファイルかCSVファイルで出力します。

〈導入効果〉
　●交通量調査作業の省力化
　●計測データの信頼性向上
　●手軽な機材による低コスト化

〈適応事例〉
　●既設道路交通量測定
　●交通流シミュレーション用基礎データ取得
　●旅行速度測定（車が2地点間走行に要した速度）
　●車両流動性評価（通過車両の走行方向分析）　など

・道路の位置関係
・車線の方向
・車線数
・制限速度 etc.

・発生交通量
・走行比率
・駐車容量
・サービス時間 etc.

交通流パラメータ

・通過時間
・車種
・走行速度
・走行軌跡 etc.

計測結果（CSV形式）

入力エディタ シミュレータ

ビューア ※2※1

・通過交通量
・旅行時間
・渋滞長
・滞留長 etc.

シミュレーション結果

・アニメーション
・VR3Dコンテンツ

GISソフト
/Web GIS

調査地点での
撮影動画を処理
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本カタログは環境に配慮し、植物油インキを使用しています。

・ 本システムは、株式会社日立製作所 研究開発
  グループの研究による成果を活用した製品です。
※1  地理情報をコンピュータ上で利用できる
　　 システムであり、本システムには含みません。
※2  3Dコンテンツ提供サービスで活用するもの
　　 であり、本システムには含みません。

シミュレーション
条件設定

車両制御
（追従走行） 結果集計道路作成

データ読込／書込

3Dコンテンツ
生成ツール

動画作成動画再生

動画作成

車両位置表示 データ
読込／書込

走行履歴データ

データ
読込／書込

データ
読込／書込

・走行位置
・車種緯度経度データ

・走行位置
・走行速度
・走行状態 etc.

集計

データ読込／書込

ネットワークデータ



都市計画のパートナー
─ 交通状況をキメ細かくシミュレーション
─ 海外の道路交通に対応
交通流シミュレーションは、コンピューター上で車の動きを模擬的に再現することで、さまざまな現象をビジュアルに動画で確認し、

交通量を定量的に評価することを可能にしました。本システムにより、1台1台の車の動きをはじめ、信号の変化や路肩駐車車両や

歩行者の挙動までを計算に入れた評価が可能となるため、市街地の渋滞状況などをキメ細かく評価することができます。

大規模小売店舗立地法（大店立地法）施行に伴い、大型店の出店による駐車場設置計画や、その周辺道路への影響などの交通状況

分析に対応、さらにプレゼンテーションにも有効に活用できます。

動作原理

●発生交通量 ●分岐率または、OD※ ●信号現示 ●ネットワークデータ 
●駐車場情報 など
※OD：Origin‐Distination

信号の変化や車両の合流・分岐、そして歩行者の横断といった道路上
で起こるさまざまな事象（イベント）を、車1台ごとの車両の走行に反映。
数千台の車両からなる渋滞などの複雑な動きもキメ細かくシミュレート
することができます。

イベント駆動方式による車両挙動のキメ細かい表現

ビジュアルなプレゼンテーション機能

Windows OSに対応

交通渋滞への運用事例　その1

▼渋滞の問題の解析 ▼改善施策に対する解析

車線・信号を変更
信号表示数が多く
直進車の容量が不足

有効青時間が増加し
渋滞が緩和

▼現状 ▼短絡的施策（信号現示変更）▼長期施策（立体化）
定量的な結果

GUI方式による操作性向上

車両1台ごとの走行状態を2次元/3次元のアニメーションで道路状況の確認が
できます。さらに、道路や交差点ごとの方向別通過台数、区間旅行時間、滞留長
など、結果のグラフ出力が可能です。また、3次元シミュレータでは実際に近い景観
の表示ができ、プレゼンテーションに有効に利用できます。

多種多様な動作環境※をサポートします。ノートパソコンでの動作も可能であり、
機動性の高いプレゼンテーションが可能となります。
※Microsoft Windows 10に対応

入力項目例

●旅行時間 ●滞留長 ●渋滞長 ●待ち行列況 ●通過台数 ●アニメーション 
など

出力項目例

GUI※の採用により、広範囲に及ぶ道路構造の入力を簡単に行うこと
ができ、入力・修正に要する時間を短縮。さまざまなケースに対し容易に
対応できます。
※GUI:Graphical User Interface  E
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 車両走行モデル
 (状態遷移記述)

 信号現示モデル
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イベント

局所渋滞対策(交差点・道路構造改良・交通管制など）
道路網計画とその評価

大型商業施設新設・イベント対策
大規模災害発生時の避難シミュレーション

交通渋滞への運用事例　その2

交通流シミュレーション適応事例

問題点

１
2

3
4

３Dアニメーション・VRコンテンツ提供サービス
スマートフォンやタブレットでのプレゼンテーションが可能

道路上で起こるさまざまな事象を細かく設定
現状に即した分析と計画立案のシミュレーションが可能

多彩な道路条件設定

緯度経度による車両位置管理

捌け台数【台】

７：００～
７：１０～
７：２０～
７：３０～
７：４０～
７：５０～

140
163
160
160
162
164
949

現況

計

信号変更 立体化
142
172
170
175
170
155
984

141
179
192
195
145
136
988

滞留長【ｍ】

７：００～
７：１０～
７：２０～
７：３０～
７：４０～
７：５０～

60
150
280
330
380
330
380

現況

最大
効果

信号変更 立体化
60
120
190
250
300
220
300
２１％減 １００％減

0
0
0
0
0
0
0

通過速度【Km/h】

７：００～
７：１０～
７：２０～
７：３０～
７：４０～
７：５０～

24.2
18.6
12.3
9.4
6.5
8.9
13.3

現況

最大
効果

信号変更 立体化
28.0
20.9
16.8
13.3
11.7
13.5
17.4

１３０%増 ４３６％増

58.2
57.9
58.4
58.1
57.4
58.7
58.1

渋滞が発生する

評価区間

信号を最適化
立体化

市販の３D地図を活用することで、現実の街並みを再現した訴求力の
高いアニメーションを作成します。

ドライバーの視点から施策後の道路状況を確認できるVR コンテンツを
作成できます。

※1　VR ： バーチャルリアリティ
※2　VRコンテンツは、特定非営利活動法人宇都宮まちづくり推進機構と
　　  国立大学法人宇都宮大学、株式会社日立製作所が共同制作

※1

※2【参考例】 【参考例】

ＮＥＴＩＳ(新技術情報提供システム)
登録実績製品

登録番号ＫＴ-０６００９６-Ａ
※掲載は終了しています

車線数や行先方向、信号現示などを設定し、バス停や駐車場、ラウンドアバウトを含む道路ネットワークを評価できます。
また、路上駐車や横断歩行者の影響などを考慮した評価が可能です。

※1  ワールドファイル：緯度経度の座標位置情報が記録されたテキストファイルであり、地理情報システム(GIS)などで利用
※2  地理院地図Webサイトにてシミュレーション結果(kmlファイル)を読み込んで作成

車両位置情報
（kmlファイル）

インポートエクスポート

TRAFFICSSビューアソフト 国土地理院地図※2

ワールドファイル※1を活用し、緯度経度で車両位置を管理できます。車両を国土地理院地図やGoogle Earthに展開することも可能です。

バス停

駐車場

ラウンドアバウト

横断歩行者路上駐車

信号交差点


